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「さまざまな個性や困り感を持つ生徒を支えるために」 

〜全日制・定時制・通信制高校の取り組み〜ヒアリング調査結果（概要） 

発達支援ひろがりネット 

１、調査の目的 

発達支援ひろがりネットが２０１９年に実施した「支援情報交換会」では、行政や障害者雇

用に取り組む企業から就労前の自己理解を踏まえた職業観の育成が大切であるとの意見が

出されました。 

そこで、このような経過を踏まえ、今年度は高等学校における発達障害の支援について理

解するために掲題の支援情報交換会を実施することを目的にヒアリング調査を実施しました。 

 

２、調査対象 

宮城県内の普通高校、定時制高校、通信制高校、高等専門学校、合計８校 

 

３、調査内容 

①発達障害生生徒の数について 

②生徒の障害特性などの把握について 

③どのような支援をしているかについて 

④学校内での合理的配慮について 

⑤校内支援委員会について 

⑥進路指導及び外部連携について 

 

４、実施方法 

 発達支援ひろがりネットの複数の運営委員が学校を訪問しヒアリング調査を行った 

 

５、調査期間 

 令和３年７月から令和３年１０月 
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６、 調査結果 

① 発達障害の診断がある生徒の数について 

 

＜各校のヒアリング内容から＞ 

・発達障害の診断に関わらず、精神疾患、家庭環境、経済状況など様々な事情で困難さ

がある生徒は８割くらいになるのではないか 

・義務教育の段階からの不登校など何らかの学びにくさがある生徒は相当数いる 

・診断がない場合でもグレーゾーンの生徒は多いように感じる 

・発達障害なのか、むしろアタッチメントの問題なのかよくわからないこともある 

・発達障害の診断がない生徒でも、何らかの困り感があるグレーな生徒も含めると 25%

くらいになるのではないか 

・対人関係、学びにくさ等グレーゾーンの生徒も含めると約 20%になるのではないか 

 

② 生徒の障害特性なとの把握について 

１） 在籍中学校からの引き継ぎ 

 

１−５人

28%

６−１０人

29%

１１−２０

人

29%

３０人以上

14%

発達障害の診断がある生徒数

87%

13%

在籍校からの障害に関する情報の

引き継ぎについて

ある なし
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２） 障害特性の把握の方法について 

・在籍中学校に電話で確認している（複数回答） 

・在籍中学校を訪問して確認している（複数回答） 

・特別支援学級に在籍していた場合には、支援計画や指導計画の引き継ぎがある 

・入学時の保健調査票（複数回答） 

・入学説明会の時に相談できる時間を作り、相談に応じている 

・入学前に予備登校してもらい本人、保護者から聞き取りを行う 

・児童相談所も交えたケース会議で情報共有を行う 

・保護者が引き継ぎ資料を持参し説明している 

 

③ どのような支援をしているか 

１） 主に誰が支援を担っていますか（複数回答） 

 

＜各校のヒアリング内容から＞調査したすべての学校が複数で関わり支援していた 

２）どこで支援を行っていますか 

             

33%

12%
8%

17%

13%

17%

主に誰が支援を担っていますか（複数回答）

担任 特別支援コーディネーター

養護教諭 スクールカウンセラー

スクールソーシャルワーカー その他

50%

19%

31%

どこで支援を行っていますか

教室 相談室 その他の校内
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＜各校のヒアリング内容から＞その他校内は特別に設けているサポートルームなど 

 

２） 主な支援内容を教えてください 

・ソーシャルスキルトレーニング（複数回答） 

・習熟度に応じた学習のフォロー（複数回答） 

・個別に学校生活や進路の悩みを聞く 

・対象生徒に対し支援グループを作って支援を検討する 

・障害者手帳の取得や障害福祉サービスの実習の個別対応（複数回答） 

・少人数制での学習指導（複数回答） 

・自信を持てるようスモールステップでできたことを褒める 

・面接練習などの際に緊張や不安を軽減するために丁寧なカウンセリングを行う 

・障害基礎年金などの制度のアナウンス 

・居場所カフェや茶話会など気軽に立ち寄れる場づくり（複数回答） 

・食料品や生活用品の配布 

・必要に応じて進学時に個別の移行支援計画を作成する 

 

 

３） 通級指導はありますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

50%50%

通級指導はありますか

ある なし
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④ 特別な配慮について 

１） 学校生活において特別な配慮をしていますか  

 

 ＜各校のヒアリング内容から＞  

・特別に配慮として分けて対応しているのではなく、日常の活動の流れの中で個別に必要な

こととして対応している 

・教員は必要だと思っても、保護者が様子を見てほしいと希望する場合があり、配慮で 

きないことがある 

・試験については、入試時に申し出があり配慮した場合に配慮するようにしている 

 

２） ある場合にはどのような配慮の内容ですか 

・視覚情報が強い人にはメモを書いて示す 

・パニックになった場合に落ち着ける場所を用意しておく 

・定期試験の別室受験や時間延長 

・拡大読書機の使用 

・解答用紙を A3で統一するなど大きくしている 

・配布物など見やすいフォントなどユニバーサルデザインを意識している 

・座席の配慮 

・予定や提出物などその都度ではなく、一覧にするなど整理し、わかりやすいように提示する 

・本人の希望に応じて相談する窓口を固定する 

 

 

 

 

 

 

62%

38%

学校生活における合理的配慮について

ある なし



 6 

⑤ 校内支援委員会について 

１） 校内支援委員会はありますか 

 

２） ある場合に実施頻度はどの程度ですか 

 

＜各校のヒアリング内容から＞校内支援委員会としてではなく、通級小委員会、特別支援委

員会、ケース検討会など必要があれば、別な会議体で実施している。 

⑥ 進路指導や外部連携の状況について 

１） 進路指導はどのような内容ですか 

・障害者職業センターを活用した職業適性検査の実施 

・保護者の意向を聞き、進路の丁寧な相談やマッチング（複数回答） 

・特に要望がなければ通常の進路指導と同様の内容（複数回答） 

・本人の自己理解や保護者の受容など個別に丁寧な相談を行う（複数回答） 

・障害者手帳がある場合には、ハローワークの専門援助部門と連携する 

・外部の支援機関、NPO団体や就労移行支援事業所に相談できる機会を作る 

100%

校内支援委員会の有無について

ある なし

75%

12%
13%

校内支援委員会の実施頻度について

数ヶ月に１回 月１回 随時
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・発達支援センターのようなところへ教員が同行する 

・興味が持てるような職業講座の実施 

・茶話会のような他者と安心して自分からコミュニケーションをとれる場づくり 

・社会に踏み出す一歩手前、自由に出入りでき、一緒にゲームをして楽しむなど人と関わる

基礎となるような場づくり 

 

２） 外部機関と連携はしていますか  

 

 

３） 外部連携の機関はどのような機関ですか 

ハローワーク、障害者職業センター、医療機関、NPOの支援団体、就労移行支援事業所 

児童相談所、区役所家庭健康課、区役所保護課、町村役場の保健師、ひきこもり支援センタ

ー、若者サポートステーション、虐待防止センター、フードバンクなど食料支援の団体 

 

４） その他（口頭で報告） 

87%

13%

外部機関との連携の有無

ある なし


